
命令文と動詞の語彙アスペクト

１．

出

は じ め に

水 孝 典

本稿では現代

どのような動詞

周知のように

次例は映画のノ

命令文が用いら

的を示している

英語における命令文（

が命令文として生起可能なの

，命令文は日常会話において

ベライゼーションからのも

れている。これらの場合，下

ことにも注意されたい。

）を取り上げ，動詞の語

かを検討する。

，命令・指示・忠告などを行

のであるが，会話の直接引用

線によって示された伝達動詞

彙アスペクトの点から，

う目的で用いられる。

部（ ）の中で

が，命令文の果たす目

と彼

人が

）（ポーリーは手下の一人に

（

はデクスターに指示した。「

出そうだってな」）

命令した。「トニー，玄関へ行け

はやくパトカーをよこせと言

（

。外を見張るんだ」）

）（「 に電話しろ」

うんだ。さもないと死

だ。

た）

命令文の使用は

テキストにも，

・

（

近づかんほうがいいぞ」とゼウ

何も会話に限られたことでは

次のように命令文に関する項

）

スがその若い男に忠告すると，男

ない。本学のビジネス英語の

目が見られる。

（「そいつはヤク中か何か

はおそるおそる後ずさっ

クラスで使用している

・

強い忠告としての使用は，上で見た例と同様

（

，会話におけるものであるが

）

，それ以外に包装・ラ

（ ）



ベル・書類な

さて，この

動詞でも命令

命令文と動

どで指示を表すために用いら

ように英語に広く見られる命

文として使用可能だというわ

詞の語彙アスペクト（出水）

れるということがここでは

令文であるが，そうである

けではない。例えば，次の

記述されている。

からといって，どのような

ような命令文は容認されな

いものである

このように命

様々な角度か

。

令文で生起できる動詞とでき

らこの問題は論じられてき

ない動詞が存在するのはな

たが，本稿の目的はこれを，

（ ）

（ ）

ぜだろうか。これまでにも

をもって嚆矢とす

る動詞（より

本稿の構

（ ）によ

関係について

ある

が例外的に命

は が例

正確に言うと動詞句）の語彙ア

成は以下のようなものであ

る解釈と図式化を通して導入

の先行研究を見てゆく。４節

と の時間

令文で生起している場合に，

外的に命令文で生起している

スペクトの点から説明するこ

る。まず２節で， （

する。続く３節では，命令文

では，確実に命令文として

図式に見られる共通性を指摘

どのような説明が可能であ

場合を検討する。最後の６節

とである。

）の動詞分類を

と の動詞分類の

生起可能な動詞グループで

した上で，

るかを示す。さらに５節で

はまとめである。

言語の様々

詞の表す事象

詞ごとに異な

昔から哲学の

２．

な品詞のなかで，動詞という

がどのような時間的性質をも

る。このような各動詞に内在

分野において議論の対象とな

の動詞分類

のはある時間内に生じてい

ち，ある時間内でどのよう

する時間的性質（これを動詞

っており，こうした観念の

る事象を表す。そして，動

な広がりをもつのかは，動

の語彙アスペクトと呼ぶ）は，

萌芽は，遙か昔時のアリス

トテレスにま

論じられる

とである。

言語哲学

と分類した。

（

４つのグルー

で遡って見ることができる。

ようになったのは，

者の は，英語の動詞

自身の論考の中では

） （ ）をはじめとす

プを若干の例とともに示す

しかしながら，こうした問

（ ）によって４つの動詞分

をその時間的性質の共通性に

いくぶん茫漠としたところの

る様々な言語学者によって精

と次のようになる（さらに詳細

題が英語学・言語学で広く

類が提唱されてからのこ

よって４つのグループへ

あったこの分類は，後に

緻化され今に至っている。

な動詞の例については

（ ） （ ） （ ）などを参照）。

（ ）



これが，動詞の

よく用いられる

各グループの

立命館経済

語彙的な意味・性質のうち時

， の動詞分類と呼ば

動詞は，それぞれある時間的

学（第 巻・第４号）

間的な部分（動詞の語彙アス

れるものである。

性質を共有している。（ ）

ペクト）を扱う際に今日

の は過程や変化を

もたない均質な

うと，（ ）の

はある過

は何らか

れらのグループ

［ ］，［

よって彼女は

状態を表す。それ以外の（

は決まった終結点を

程がありその結果何らかの状

の結果状態が成立することの

間の時間的性質に関して，

］，［ ］という３つ

の動詞分類を次のよう

）（ ）は何らかの過程や変

もたない何らかの過程を表し

態が成立することを表し，さ

みを過程に言及することなく

その共通点と差異を捉えるた

の時間素性（ ）

に整理している。

化を含む。具体的に言

，（ ）の

らに（ ）の

表現する。そして，こ

めに， （ ）は

を用いている。それに

ここで，

［＋］ ［＋］

［ ］ ［＋］

［ ］ ［＋］

［ ］ ［ ］

による各時間素性の定義を通

［ ］

［ ］

［＋］

［＋］

覧しておこう。初めに［

（ ）

］であるが，これは

動詞の静的・動

で静的（ ）

あるということ

的という区別を表すもので，

，それ以外のグループはすべ

である。

［

は過程や変化をもたな

て何らかの過程や変化を表す

…］

［…］

い均質な状態を表すの

ので動的（ ）で

ここでは，動的

によって説明

（ ）・状

（ ）である

ということが「継続的なエ

されている。次に［ ］

態変化（ ）を伴

というものである。

ネルギーの投入」「（変化の）段

であるが，これはその動詞

う場合は完結的（ ），そう

（ ）

階」という２つの概念

の意味が何らかの結果

でない場合は非完結的

最後の［

（ ）

これらを用いて

］は，その動詞の意味が

であるかに関する素性である

はそれぞれの動詞分類

［…］

時間的に見て持続的（

。

を次のように定義している

（ ）

）であるか瞬時的

（ ）

。

（ ）
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［ ］［ ］［ ］

（ ）

［ ］［ ］［ ］

（ ）

（ ）

さらに，

ここで は開

［ ］［

はそれぞれの動詞分類を時

始点（ ） は終

］

間軸上での次のような図式と

（ ）―（ ）

（

結点（ ）を表す

（ ）

して表示している。

）

。 に付いている は

「任意の，不

果・状態変

に終結する

在するのに

終わっても

いる
）
。それ

を指している

定の」（ ） は「自

化を含む の

ので，語彙的に指定された（

対して，そうでない

よい，つまり任意の終結点（

から， は事象（ ） は

ことを示している。最後に…

然な」（ ）の略である

場合，その結果・状態変化が

つまり語彙的意味の一部である）

の場合，達成すべき結果・状

）が存在する，ということ

結果（ ）を表し，

と―の違いであるが，…が

。これらは，何らかの結

達成されれば事象が自然

自然な終結点（ ）が存

態変化がないのでどこで

を示すために用いられて

が結果の成立のみ

継続的なエネルギーの投入

と段階性を伴

なお，こう

でに指摘して

ある（

と（ ）の

つ食べたかは

ていない。

う過程を表しているのに対し

したグループ分けをこれまで

いることだが，厳密に言うと

はこの点に言及せず漠然と分

を比較するとよく

不明であり，どれだけ食べ

したがってこの事象は自然な

て，―は均質な状態を表し

動詞分類と呼んできた。し

こうした分類は動詞句に対

類を行っていたのみである）。こ

分かる。 と言っ

れば という事象が

終結点をもたない で

ている。

かし，多くの言語学者がす

して適用されるべきもので

れは（ ）の

た場合，サクランボをいく

終結するのかが規定され

ある。一方，

の場合，サク

るという過程

という動

見て初めて，

分類と呼ぶべ

おくことにす

ランボを一つ食べ終えた時点

の結果，それがなくなると

詞のみではこのような区別は

の

きものであるが，本稿では繁

る。

が事象の自然な終結点とな

いう状態変化が生じるので，

つかず，

いずれであるかが判明する

雑となるのを避けるため，

り，サクランボが食べられ

となる。

という動詞句全体を

。したがって本来は動詞句

引き続き動詞分類と呼んで

（ ）



さて，この

様々な言語現象

先行研究のいく
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の動詞分類は，動詞固

を議論するのに援用されてき

つかですでに論じられてはい

学（第 巻・第４号）

有の時間的性質（動詞の語彙

た。もちろん，命令文と動詞

る。しかしながら，それらに

アスペクト）が関係する

分類の関係についても，

は瑕疵が散見され，互

いの記述を比較

． ．

命令文はこれ

すれば齟齬する部分もある。

３

（ ）

まで，様々な研究者によって

次節ではそれを概観する。

．先行研究
）

取り上げられてきたが，動詞の素性と命令文の関係

に初めて言及し

をある述語がも

トというのは，

よって，その語

進行形で生起で

具体例に即して

ので状態的とい

先鞭をつけたのは （

っているかどうか区別するた

特定の統語環境（例えば命令

句がある素性をもっている

きる述語は非状態的，生起で

言うと， は命令文で生起し

うことになる。

（ ）

）である。 は状態的

めに，いくつかの統語テスト

文，進行形など）で，ある語句

かどうかを判別するものをい

きない述語は状態的であると

ているので非状態的， は命

・非状態的という素性

を提案した。統語テス

が生起できるか否かに

う。 は命令文や

して，述語を分類した。

令文では容認されない

は

，非状態

うな区別を，

． ．

（

（ ）

の動詞分類にまったく言

的というのがそれ以外の動詞

の動詞分類と対応付け

（ ）

）は， による一連

及していないが， の

グループに相当すると考えら

たのが，次の （ ）

の統語テストを踏襲しつつ，

いう状態的というのが

れる。 のこのよ

である。

それを の動詞

分類に適用して

は の

と

いない。

いる。ただし，命令文との関

状態的・非状態的であるとい

の間に見られ

連で言えば， の考察

う素性の違いを，

る対立として捉えており，

（

）

［ ］（

には不備がある。

の動詞グループの

に言及して

その結果，命令

の動詞の

いない。

）

文の可否を示す用例として

みであり， が命

（ ）

挙げられているのは，

令文で生起できるか否かにつ

（ ）

いては何も述べられて

（ ）



したがって，

命令文と動

（

（

これをどう解決するかが課題

詞の語彙アスペクト（出水）

）

）

となる。

（ ）

． ．

（

れぞれの動

によると

の主語

なのは動作主

（ ）

）は， の動詞

詞グループの主語にくる名詞

の主

は経験者（ ）か主

性をもつ動詞グループ（つま

分類を動作主性（ ）

が担う意味役割が異なること

語が動作主（ ）であるの

題（ ）であるという。そ

り主語が動作主である

という点から考察し，そ

を指摘している
）
。

に対して，

して，命令文で生起可能

と ）のみで

あるとし，次

では

きないと言う

必要がある。

のようなデータを挙げている

（

（

（

（

言及されていなかった

ことである。しかし，本当に

。

）

）

）

）

であるが， に

そうなのかどうか，他の研

（ ）

よると命令文では生起で

究も考慮に入れて吟味する

． ．

（

うに述べてい

（ ）

）でも 同様，命

る。

）

令文を動作主（ ）という

［ ］

概念と関連付け，次のよ

［ ］

つまり，動作

命令文は動

例として

主によってコントロールされ

作主性と結び付いており，非

が挙げているのは次の２

（

（

る事象でないとそもそも命

状態動詞を要求するというの

つの文である。

）

）

（ ）

じることなどできないので，

が の主張である。

（ ）

こうした

と異なるの

な事象で，

で見た

みな動的であ

るが，

の所説はおおむね

は動作主の捉え方である。

動作主が投入されるエネルギ

ように， は のみ

ると考えている。 で挙げ

と は

のものと一致している。

によると，動作主が存在

ーの源になっているというこ

が静的で，

られているのは

であると定義されているの

しかし， が

するのは動的（ ）

とである。さて，上の

は

と の例のみであ

で，命令文で用いること

（ ）



が可能なはずで

令文は可能で

（ ）によって
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ある。つまり， に従

あるということになる。

検証済みであるが，

学（第 巻・第４号）

うと の主張とは異な

の命令文が可能である

はどうなのだろうか。

り， の命

ことは，すでに（ ）

は次のように記述

しているのみで

さらに，

のように断言し

． ．まとめ

例証はしていないので，彼女

が示しているような命令文

てしまうことにも問題がある

の議論にはあまり説得力がな

で生起できない

。

い。

（ ）

が存在する以上，（ ）

本節では命令

検討した。

とができないの

認した。

認されない例を

い。命令文で容

文で生起せず，

に思われる。以

文と の動詞分類の

によって提唱された４つ

に対して， と

の命令文に関しては見

挙げているのに対して，

認されない の

ある条件が整った場合にのみ

下では，こうした問題に関し

関係について言及した先行研

の動詞グループのうち，

は命令文として生

解の不一致が見られ，

は用いられるとしながらも

例が存在する以上，

例外的に生起すると考えてお

てさらにデータを挙げながら

究を取り上げ，比較・

は命令文で用いるこ

起可能であることを確

が不可能だとして容

それを挙証してはいな

は原則的には命令

くのが無難であるよう

検討してみたい。

． ．命令文

前節で確認し

と

４．命令文

で生起する動詞の時間図式

たように， の動詞

であるが，これ

と動詞の時間図式

分類のうち確実に命令文とし

らに共通するのは一体何なの

て生起可能であるのは

だろうか。それを確か

めるために，

てみよう。

すると，命令文

という部分であ

の動詞の時間図

の挙げていた時間図式の

として生起可能なこれらの動

ることが分かる。ここから逆

式に という部分が含ま

うち， と

詞グループの時間図式に共通

に，ある動詞が命令文として

れていなければならないと仮

のものを見直し

［（ ）（ ）］

している要素は，

生起するためには，そ

定することができる。

するとさらに，

分であると考え

に役立つのかを

ここで，上の

れは

ある。これらを

これらの動詞を命令文とし

ることが可能である。このよ

，以下で具体例に照らし合わ

に含まれる命令文を再検

なので後に 節で議論する

動詞グループの違いごとにま

て用いた場合に命令・指示さ

うな仮定が，命令文の解釈を

せて考察してみる。

討してみると分かることだが

）を除けば，すべて

とめなおすと，次のようにな

れるのは という部

説明する際にどのよう

， （こ

か で

る。

（ ）



命令文と動

（ ）

詞の語彙アスペクト（出水）

これらの命令

の場合，

このような

ている語彙的

と命令して

よって決まっ

文が一体何を命令していると

解釈は単純である。

の命令文の場合，命

意味全体で，それぞれ「外を

いると考えられる。過程部分

ているわけではなく，語彙的

（ ）

解釈されるのか熟考してみ

は決まった終結点をもたない

じられているのはその過程，

見張れ」「近づくな」「かか

の終わりについている任意の

意味の一部ではないと考え

よう。

単なる過程のみを表す。

すなわちその動詞が表し

とを見せないようにしろ」

終結点（ ）は，語彙に

られるので，カッコでくく

っておく。こ

んだのが命じ

問題は の場

れを の時間図式に当ては

られている部分である）。

合である。

める形で表示すると，それぞ

はこれまでにも見てきたよう

れ次のようになる（枠で囲

に，ある過程がありその

結果何らかの

必ず何らか

「プッシュボ

す動詞だが，

りうる。同様

めに発した言

過程部分（

状態が成立することを語彙的

の結果が成立するとは限らな

タンを押す」という過程によ

プッシュボタンを押しても電

に，動詞 は言葉を発する

葉が情報伝達の役割を果た

）は動作主によって確実に

意味としてもつが，ある過

い。具体的に言うと，

って「電話がつながる」とい

話回線の不調等により，電

ことによって情報を伝える

さないかもしれない。つまり

コントロールされるが，その

程が起こったからといって

である は

う結果が生じることを表

話がつながらないことはあ

ことを表すが，騒音等のた

， の場合，

過程が結果部分（ ）に

至るかどうか

ないと考えら

あると で

いないこと

つながるよう

令した場合，

めると，

は，周囲の状況によって左右

れる。命令文によって命じら

は述べていたが，そう

になる。つまり，「 に電話

に） のプッシュボタンを

「（彼らに…が伝わるように）…

を命令文として

され，動作主によって完全

れるのは，動作主によって

だとすれば，

しろ」と命令した場合，命じ

押せ」ということであり，「彼

と言葉を発するんだ」と命じ

用いた場合，結果の達成はも

にはコントロールされてい

コントロールされる事象で

の結果部分は命じられて

ているのは「（ に電話が

らに…と言うんだ」と命

ているわけである。まと

ちろん意図されているも

のの，命令さ

様に図示す

に注意された

れるのは語彙的意味全体では

ると次のようになる（命じられ

い）。

なく過程部分のみだという

ている部分を示す枠が，語彙的

ことである。これを上と同

意味の一部を囲んでいること

（ ）



立命館経済学（第 巻・第４号）

命令文として

あると仮定すれ

の命令

令文では語彙

用いた場合に命令・指示され

ば， の命令文の解釈の

文では語彙的意味全体が命じ

的意味のうち過程部分のみが

るのが，（ ）の時間図式の

差異はこれによって明解な説

られているのに対して， の

命じられているが，命じら

うち という部分で

明が可能である。 の

の命

れているのがいずれも

の部分だと

ことができる。

． ．

）を挙げ

節で見た。これ

述べることで，他に余分な

以下ではこれを踏まえて，

の予備段階

の命令文に関しては，

ているのに対して， は

に関して小説からの実例を挙

説明原理を導入することなし

の命令文について

が不可能だとして容認

用いられるとしながらも例は

げよう。

にこれらの違いを示す

考察する。

されない例（

挙げていないことを３

［ ］

たに内緒

どこかひ

くりと横

の暗い路

の個人的な伝言があるんだ」ヤン

と気のない裏通りを見つけてくれ

丁をいくつかとおりすぎて，気に

地を見つけて，そこに入っていっ

（

グダールは歯切れよくいった。

。そのほうがずっと賢明だと思

いった脇道をさがし，ろくに街

た）

）（「あん

「この駐車場から出よう。

う」［…］ラージンはゆっ

灯もついていない石だたみ

これは密談を交

いる。ここで

を見れば分

いう部分が含ま

ような例を説明

を瞥見し，さら

わしている場面であるが，

の時間図式を見

かるように，

れていないので，そのままで

するために，以下では

に内木場（ ）による

である が命

直しておこう。

の時間図式には，命令文によ

は命令文で生起していること

が述べている

への予備段階の取り

令文として用いられて

［（ ）］

って命じられる と

が説明できない。この

の予備段階という概念

込みという案を導入す

る。

（

）が存在す

ば勝つことなど

）によると，多くの

るという。例えば

できないし， 「…に着

［ ］

には普通，何らかの

「競争に勝つ」というの場合

く」の場合も目的地への接近

予備段階（

，そもそも走らなけれ

が必要である。

［

（ ）

 

 

 

 

 



］

この「走る」

のではない

命令文と動

「目的地へ接近する」といっ

が，その の成立

詞の語彙アスペクト（出水）

た， そのものに

に必要な過程を， は予

（ ）

よって指し示されている

備段階と呼んでいる。

の の場

いう予備段階

れていること

このような

と切り

「さがす」と

概念である

合も同様に，「裏通りを（さが

が存在する（この予備段階は

からも，その存在が明白である）

予備段階は，通常

離されたものである。具体

いう など

。しかし，場合によっては，

して）見つける」という意味

，後続する地の文で下線を引いた

。

の成立には必要であるも

的に言うと は「見つける

の によって言語化さ

この予備段階が

であるから，「さがす」と

によって言語化さ

のの，概念上は

」という事象であって，

れる事象とは本来別個の

に取り込まれることがあ

る。例えば，

節内に

る。しかしこ

る。これを説

唱している。

この例

内木場（ ）の挙げている

は通例，持続的（ ）な

の例では瞬時的（

明するために内木場は，予備

の 節では，エリザベス

， 節内に が生起し

（

事象である

）な である

段階の取り込みによるアス

を最終的に見つけ出すまで

た次例を参照されたい。

内木場 ）

が生起す

が 節内に見られ

ペクト拡大という考えを提

の過程が焦点化されている。

瞬間

最終

だけが

持た

これは結局

動詞の は瞬時的状態

）という行為が含まれてい

段階の探しあてる行為（ ）

言語化されていることに注

せるように働き，予備段階の

（アスペクト拡大）と

， が，本来の語

変化を表し，［ ］の例では

る。この予備段階の探す行為

は連続しているが，それぞ

意されたい。 はこのよう

行為を取り込むのである。

呼ぶことにしよう。

彙的意味ではない予備段階を

予備段階（

（ ）と，その

れ別種の行為であり，

に瞬時的行為に時間幅を

のこの働きを

（内木場 ）

取り込んで，それを語彙

的意味の一

うことを表し

部である過程にすることで，

ている。これは次のように図

ある種の擬似的な

示できる。

へと変化するとい

本稿では内

と想定する。

図式に

場合と同様に

いう過程部

木場の顰みに倣って，命令文

節で仮定したように，あ

という部分が含まれていなけ

， のような操作が行われ

分となり，それが命じられて

の場合も同様に，予備段階

る動詞が命令文として生起

ればならないとすれば，命令

，それによって に取り込

いるのだと考えられるからで

の取り込みが行われている

する場合，その動詞の時間

文の場合にも 節の

まれた予備段階が と

ある。これを と同様に

（ ）
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ちなみにこの

そこではこの命

かひと気のない

がないことは注

とんど同じこと

場合，

小説は，『替え玉』というタ

令文が「どこかひと気のな

裏通りを見つけてくれ」と訳

目に値する。実は，英語で

を命じることになる。この理

「さがす」と 「

イトルで井上一夫氏による翻

い裏通りをさがしてくれ」と

した場合とほとんど伝達され

も と を

由について少し考えてみよう

見つける」が別の概念を指し

訳が出版されている。

訳されているが，「どこ

る意味内容にあまり差

命令文で用いると，ほ

。命令文以外で用いた

示すことは明白である。

しかし，命令文

として

過程のみが命令

と同じ部分が命

同義なのである

とがよく分かる

い）。

で用いた場合， は予備

言語化される）を取り込んで

文で命じられることになり，

じられていることになる。そ

。 の命令文

（命じられている部分を示す枠

段階である「さがす」という

その語彙的意味の一部である

実質的には

れゆえに，

を 同様に図示した を

内に含まれる要素がまったく同

部分（これは普通

過程にし，さらにその

を命令文で用いた場合

と の命令文はほぼ

と比較すると，このこ

一であることに注目された

上のように

が

合，アスペク

が

同じく，その

の予備段階お

命令文で生起できるのかは

ト拡大によって予備段階が

擬似的な

過程部分のみが命じられてい

よびその取り込みという概

分かった。 が命

取り込まれて過程部分を形

へと転換され，通常の

るということである。しか

念を用いると，なぜ

令文で生起している場

成することで，本来の

の命令文と

し， の挙げた

討する。

． ．命令文

予備段階さ

まれて過程部分

がなぜ言えないのかにつ

と

れあれば，どのような

へと転換された

となる予備段階であるので

いては疑問が残る。これにつ

でも命令文で生起

を命令文で用いた場合，

，予備段階の内容が

いては以下でさらに検

可能なわけではない。

命じられるのは取り込

の命令文の可否を

決することにな

． ． ．

は，

に詳記している

る。以下ではそれを考察する

と

の挙げている

。

。

と に見られる の予備段階について，次のよう

［

（ ）
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］

詞の語彙アスペクト（出水）

［ ］

これによると

ある。命令文

るので，ここ

の挙げ

， と は，予備

で用いるためには，命じられ

ではそれぞれの予備段階を含

ている が予

段階がある場合とない場合の

る過程部分として取り込む

む場合を見ていく。

備段階を含む場合というのは

（ ）

両方があるということで

ための予備段階が必要であ

，次のような状況である。

パーテ

こかで

ンだと

この場合の予

思い始める」

計をあちこち

がし回る」と

によるコント

ィーでジョンと出会い，最初

会ったことのある人物である

分かる。

備段階というのは「話などし

という部分である。一方，

さがし回ったあげくみつける

いうことである。ここでこれ

ロールが可能かどうかの違い

は誰だか分からなかったが

と思い始め，そのうちに数

ているうちにどこかで会っ

が予備段階を

」ということであるから，

らの予備段階について熟思

があることが分かる。

，話などしているうちにど

年来の知り合いであるジョ

たことのある人物であると

含む場合というのは，「時

その予備段階は「時計をさ

すると，これらには動作主

命令文で用

ものである。

うと思ってで

文で用いら

かさがし回る

． ．節

てコントロー

いられない の予備

目の前の人物をどこかで会っ

きることではなく，その人の

れる の予備段階は，動作

というのは人がしようという

の で が述べていたよ

ルされる事象でなくてはな

段階は，動作主の意志によっ

たことのある人物であると

内面で自発的に生じる思考

主の意志によってコントロー

意図をもって行うことに他

うに，命令文によって命じら

らない。また， ． ．節です

てコントロールできない

思うかどうかは，人がやろ

だからである。一方，命令

ルされるものである。何

ならないからである。

れるのは，動作主によっ

でに見たように，

を命令

れらを併せて

部分を命じる

象内に存在し

が動作主によ

ロールされる

文で用いる場合，命じられる

考えると，取り込まれる予備

ことが可能なので命令文で生

ないので，命令文としては用

ってコントロールできない

予備段階をもつ は の

のは取り込まれて過程部分と

段階が動作主によってコン

起できるが，そうでない場

いられないということにな

は命令文で生起せず

ように命令文として用いられ

なる予備段階である。こ

トロールできる場合，その

合，命じられうる部分が事

る。したがって，予備段階

，動作主によってコント

るということになる。

． ．

と呼び

． と

は， のい

，その例として を挙げ

（

う予備段階を伴う

ている。

）

［ ］

を

（ ）
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（

）が から排

）

除されないと述べられ

ているが，これ

うことに他なら

さて， の

しかし，これを

これはどう説明

は 流に言えば，

ない。

類義語であるとされる

で言い替えること

すべきなのだろうか。ここで

するためには到着へと至る

が命令文で用いられた例は，

はできないと筆者のインフォ

も問題となるのは予備段階の

予備段階が必要だとい

すでに冒頭で見た。

［（ ）］

ーマントは言う
）
。

内容である。これに関

して，『ジーニ

〈人・乗

（⇔

これは最初に

を表すのに対し

の到着へと至る

みよう。

は「努

アス英和大辞典』に見られる

物などが 〔ある場所に〕（自

）《◆「努力して着く」

として挙げられている語義

て， は「努力して着く

予備段階に質的な違いが存在

力して着く」ことを表すので

の記述を見てみよう。

然に）着く，到着する，来る

は通例 》

であるが，ここから が

」ことを表すのが分かる。こ

することを意味している。以

，その予備段階は，動作主の

〔 × 〕

「（自然に）着く」こと

の記述は，これらの語

下で具体的に考察して

努力によってコントロ

ールされている

力によってコン

せているうちに

動作主によって

が命令文で生起

ールできるもの

をもつ が

と考えられる。一方，

トロールするのではなく，動

，目的地に到着したという

コントロールされていない

するためには，取り込まれて

でなくてはならない。そのた

のように命令文として用

は「（自然に）着く」という意

作主のコントロールが及ばな

ことを暗に示す。したがって

ということになる。上で見た

過程部分となる予備段階が動

めに，動作主によってコント

いられるのに対して，予備段

味なので，動作主の努

い周囲の状況に身を任

の予備段階は，

ように，

作主によってコントロ

ロールされる予備段階

階に動作主のコントロ

ールが及ばない

． ．まとめ

本節では，動

間図式内に …

した。それを踏

用いられてい

は命令文で生起しない

詞の時間図式と命令文の関係

…という部分を含む

まえた上で の

る場合，その予備段階が取り

ということである。

について考察し，命令文で生

か でなけ

命令文を検討し，命令文で例

込まれて過程部分となるこ

起する動詞は，その時

ればならないことを示

外的に が

とによって，擬似的な

合，命じられる

ら転換された

る。したがって

ールできない

で，命令文で用

へと変容しているというこ

のはその結果部分ではなく

の場合，ま

，命じられる過程部分として

の場合，そもそ

いることが不可能であるとい

とを述べた。

結果へと至る過程の部分であ

さに取り込まれた予備段階が

取り込まれる予備段階が，動

もコントロールできないこと

うことも示した。

を命令文で用いた場

った。 か

この過程部分に相当す

作主によってコントロ

を命じるのは無理なの

（ ）
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５．

詞の語彙アスペクト（出水）

命令文と

節では

は原則的なも

文で生起する

以下での課題

， を命令文では用いら

ので，すでに以前よりいく

ことがある。

（ ）

（

はこうした命令文を４節まで

れない動詞グループとして扱

つかの文献で指摘されている

）

の枠組みでどのように説明

ってきた。ただし，これ

が，例外的に が命令

するかである。というのも，

次に再掲す

（ ……）を含

のように

が転換され

ついて考えて

． ．

る の時間図式も，

んでいないからである。

命令文で用いられる が

，最終的に で表される過

ゆきたい。

（ ）

のものと同様，命令

（ ）―（ ）

存在する以上，何らかの仕組

程部分を含む形状になるはず

文で命じられる過程部分

［（ ）］

みによって の時間図式

である。以下ではそれに

時間図式

ていることを

動作主的（

十分に動作

興味深いのは

の問題に入る前に，

見てみよう。

）でない，すなわち動

主的であるように解釈するよ

， のデータに関して のよ

（ ）が 動詞を用

は，命令文で用いられた

作主によるコントロールが十

う努力すると主張している。

うに述べていることである

いた命令文に関して述べ

動詞の表す状態が十分に

分に可能でない場合は，

に関して

。

はこれらの時間的性質に

［ ］

は言及していないので，４節

（ ）

まで展開してきた時間図

式に基づく命

ただ，ここ

びその予備

る状態への変

少し見てゆく

令文の解釈メカニズムに，こ

で注目すべきなのは，

というパラフレーズで

段階を表すと解釈できないの

化」という解釈は，これまで

。

れらがどのように組み込ま

が という命

ある。この

だろうか。 動詞のような

にも論じられてきたことで

れるのかは定かではない。

令文に対して行っている

は，状態 への変化およ

の，このような「あ

ある。これについて以下で

（ ）
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る。以下では，
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れがちであるが，ある状態へ

表す解釈について概観する。

の変化を表すことがあ

（ ）は，

が

は，

へと転換される場合が

（ ）

）

「メアリーは病

あることについて，次のよう

気であった」という が

に述べている。

（

（ ）

，特定の環境において

（この場合，単純

釈される場合が

の開始点

るようにし，そ

ようになる（こ

（

過去形という時制），「メアリー

あるとし，それを起動相的

である（ ）に焦点を当てて他

れを結果・状態変化を表す

こでは「病気の」などの状態を

（ ）

） （開始点［ になる］

は病気になった」という

解釈（ ）

の部分を捨象することで，（

で置き換えるということで

で表している）。

（ ）

）状態［ である］（ 終結点

として再解

と呼んでいる。これは

）のみが認識上存在す

ある。図示すると次の

［ でなくなる］）

（

このような仕組

れることがある

る。 動詞を

とい

開始点［ になる

） （ 結果）

みによって，本来は で

ために， が状態だけで

はじめとする が命令

うパラフレーズを考えれば

］（ 状態［ である］ 終

あったものが，派生的に

なく，状態変化をも表す場合

文で用いられた場合も，

，まずこのような転換が行わ

結点［ でなくなる］）

へと転換さ

があるということであ

の

れて，状態変化を表す

に

． ．

もともと

に

取り込んでその

状態変化への予

なっていると考えられる。

へと至る予備段階と命令文

であっても，上に示したよ

なっている以上， 節で

過程部分にすることで，

備段階というのは，その状態

うな仕組みで

提示したような仕組みによっ

になりうると考

になるようなことを何かする

へと変換された動詞は，

て，さらに予備段階を

えられる。なお，ある

という過程である。こ

れは以下のように図示できる。

（ ）



命令文と動詞の語彙アスペクト（出水）

このように初

れると，取

になる。そし

能なため，命

めは であったものが，

り込まれた予備段階によって

て，この過程部分が動作主に

令文として生起することが可

一連の仕組みによって

その時間図式内に という

よってコントロールできれ

能であるということになる

にまで転換さ

過程部分が存在するよう

ば，それを命じることも可

。命令文で生起した場合の

解釈を，上の

を命令

である。そ

同様に，命じら

文で用いた場合，命じられる

してこのような解釈は，

というように時間図式が

れる部分を枠で囲んで示せば

のは「その状態になるような

という一連の仕組みによって

変貌を重ねることで，時間図

，次のようになる。

ことをする」という過程

式内に命令文によって命

じることの

ことなく示

で， と

まさにこのよ

れた人に対し

少し具体的に

（ ）の

できる過程部分（ ……）が生

すことができる。

いう命令文に対して彼らが提

うな再解釈を示していると

て状態変化への努力を命じて

述べてみたい。

「楽観的である」

じると仮定すれば，余計な説

の の説明はまさにこれ

示している

考えられる。 は

いるからである。以上で述

という は， の仕組み

明原理をさらに導入する

を逆から述べているだけ

というパラフレーズは，

であり，命令さ

べたことを の例に即して，

によって「楽観的になる」

という

いう過程部分

考える」とい

成り立ってい

という過程と

はいずれも，

に転換され，さらに

へと変わる。この

（例えば「楽しいことを頭に思

ったことなどである）と，それ

る。（ ）の 「注

その結果として生じる「注意

動作主によってコントロー

の仕組みを経て「楽観的で

は，「楽観的にな

い浮かべる」「よいことばかりが

によって生じる「楽観的にな

意（深く）する」という

深くなる」という状態変化

ル可能なものである。「（いやな

あるようにする」という

るようなことをする」と

将来起こるだろうと意識的に

る」という結果部分から

も同様で，「注意を払う」

を表す。これらの過程部分

ことではなく）楽しいこと

を思い浮か

て選択，すな

しても容認さ

るように）楽

味になる。命

のみであり，

べる」「（ぼーっとしているので

わちコントロールされている

れる。命令文で生起した場

しいことを思い浮かべろ」「

令文によって命じることがで

結果として生じる状態変化へ

はなく）注意を払う」というの

ことだからである。そのた

合， に従うと，これらの解

（注意深いという状態になるよう

きるのは動作主によってコ

至るかどうかは周囲の状況

は，動作主の意志によっ

めにこれらは命令文で生起

釈はそれぞれ「（楽観的にな

に）注意を払え」という意

ントロールできる過程部分

に左右されるからである。

（ ）

 

 



（ ）（ ）

いる」という状

えられる。動作

立命館経済

とは対照的に，（ ）は容認度

態への変化に至る過程部分が

主に対して外出を許可するの

学（第 巻・第４号）

が低い。これは

，動作主によってコントロー

は動作主の上位者であり，そ

「外出を許されて

ルされないからだと考

の上位者の意向は動作

主のコントロー

い例として知ら

行うことのでき

きないことにな

． ．

以上で見てき

ルの範囲外にあるためである

れているが，確実に身長が高

る過程など存在しないので，

る。それがこの例の容認度が

の命令文の実例

たように，もとが であ

。さらに，（ ）は昔から命

くなるようにするために動作

当然その過程部分は動作主に

極めて低い理由であると考え

っても，動作主によってコン

令文として生起できな

主がコントロールして

よってコントロールで

られる。

トロールできる予備段

階を過程部分と

が可能である。

味論者の代表で

彼女たちは

して取り込んだ

このような転換が典型的に見

ある と

に再解釈されるこ

へと転換されていれば

られるのは，知覚・認識を表

は，このことを次のよう

（

としか述べていないが，上で

，命令文で用いること

す動詞である。語彙意

に記述している。

）

見てきたように，命令

文で用いられて

例を考えてみよ

向が

そも

いる場合は，さらに

う。

（

ありましてね―別にこれは非難

そも理想的な躾のできる人間では

まで転換されてい

）（「ここの子供たち

ではありませんから，分かって下

ないようですね」）

ると考えられる。次の

は，どうも乱暴をする傾

さいね―あの親たちが，

るん

（ ）の

解する」という

程部分として

）（「横槍をい

だ」）

はもともとは「理解して

意味の へと起

取り込んで「理解するよう

になっている。過程部分は

れずに聞いてくれ。それに，わ

いる」という意味を表す

動相的解釈によって転換され

になることをして，その結

「理解するようになること

（

たしのいうことは全部信じ

である。それが「理

，さらに予備段階を過

果，理解する」という

をする」，すなわち「理

解しようと（努

否かは，動作主

令文として生起

いう意味で解釈

いう

う

力）する」「分かろうとする

が選択することなので，動作

し，過程部分を命じる「理

されている。（ ）の

になり，最終的に「信じ

になっている。過程部分

」ということだが，あること

主によるコントロールが可能

解しようと努力しろ」，つまり

も「信じている」という

るようになることをして，そ

は「信じるようになること

を理解しようとするか

である。そのために命

「分かって下さい」と

から「信じる」と

の結果，信じる」とい

をする」，言い換えると

（ ）



「信じようと

ている，つま

程部分を命じ

命令文と動

する」だが，あることを信じ

り動作主によってコントロ

る「信じるんだ」という解釈

詞の語彙アスペクト（出水）

ようとするのかしないのかは

ールされるので命令文として

になっている
，）

，動作主の選択に任され

使用され，（ ）同様に過

さて， で

これまで見

その理由につ

す であ

れうることは

はこのようなアスペクト転換

てきたように

いて少し考えてみたい。

る。それが「知る」という

，次のような文で生起してい

を受ける動詞の例として

という命令文は一般に容

はもちろん，本来は「知っ

意味の へと起動

ることを見れば明らかであ

（

も挙げられているが，

認されないものである。

ている」という意味を表

相的解釈によって転換さ

る。

出水

なたを

この場合，「

されている

に，そ

作主によって

し考えてみよ

）（「あれは予備段階に

秘密工作に巻き込みたくなかっ

知らない」という状態から

ので， は「知っている

として解釈されている
）
。

れに至る過程部分として取り

コントロールできるものなの

う。

ある秘密工作でした。 のと

たのです」）

「知っている」という状態への

」という意味の ではな

問題となるのは，このよう

込める予備段階が存在するの

かどうか，ということであ

る行動を確実に知るまで，あ

変化が によって表

く「知る」という意味の

に となった

か，存在するとすれば動

る。これについて以下で少

何かを知る

は存在しない

よって，次

に」と表現で

ということに

はないので，

という場合，ひらめくように

と考えられる。その一方で，

第に何かの全貌が明らかにな

きることからも分かるように

なる。しかし，周囲の状況は

この予備段階は動作主のコ

へとさらに転換される際

して突然分かることもある

のように，周囲の状況か

ることを叙述する場合もある

ある種の段階が存在するの

動作主によって完全にコン

ントロールが及ばないもので

に，この予備段階が過程部分

。そうした場合，予備段階

ら様々な情報が入ることに

。このような場合「次第

で，まさに予備段階がある

トロールされているもので

ある。そのため， が

として取り込まれたとし

ても，動作主

このように

は普通

ただし，

によってコントロールされて

，動作主によってコントロー

，命令文として生起できない

を命令文で用いた次のよう

）（「それ，脅し

いない以上，命令文によっ

ルされない予備段階しかも

のだと考えられる。

な実例も存在する。

―

ですの？」「どうとでも取るがい

て命じることはできない。

ちえないという理由で，

（

い」彼はせわしく葉巻に火を

つけた

がいろ

この場合，通

トロールでき

いと解釈する

ールされてい

。「そう，脅しだな。これだけは

いろある」）

常の命令というよりは，むし

ない予備段階を命じているの

ことで，本来命令文によって

なければならない」という制

心得ておくんだな―われわれに

ろ脅迫・威嚇を表している

ではなく，コントロールす

命じられる部分に課される

約を回避することが可能か

はあんたに口を割らせる手段

ので，動作主によってコン

るよう脅しているにすぎな

「動作主によってコントロ

もしれない
）
。

（ ）



． ．まとめ

本節では，例

がまず起

立命館経済

外的に が命令文で生

動相的解釈によって

学（第 巻・第４号）

起している場合を俎上に載

へと転換され，それがさ

せた。そうした場合，

らに予備段階を取り込

んでその過程部

もともと

が動作主によっ

うかが決まるこ

分とすることで

であるものが

てコントロール可能か否かに

とも示した。

６

になっているという考

へと転換された場

よって，命令文として用いた

．おわりに

えを提示した。さらに，

合と同じく，過程部分

場合に容認されるかど

本稿では，ど

動詞の語彙アス

のみ

や

の取り込み・起

いると考えるこ

のような動詞が命令文で生起

ペクトの点から説明すること

が命令文として生起可能であ

が命令文で用いられている場

動相的解釈といった仕組み

とで，うまく説明できること

し，どのような動詞が命令文

を試みた。そして，原則的

ることを明らかにした。さら

合は，動作主によるコントロ

によって，最終的に

を提示した。

で生起できないかを，

には と

に，例外的に

ールが可能な予備段階

に転換されて

＊ 本稿を作

および英

授の研究

ておきま

） 任意の

よう。誰

成するにあたり，草稿の段階でコ

語の用例に関するインフォーマ

氏に感謝いたします。また

室で，執筆に際して助言を与え

す。もちろん，本稿における不備

終結点という概念に関しては少し

かが「永遠に走り続けている」

注

メントを下さった児玉徳美先生

ントとして筆者に協力して下さっ

，筆者がこの問題に関心をもっ

ていた （ ）によるとこ

や誤りはすべて筆者の責任です

説明を加える必要がある。

ということは現実世界ではありえ

，海寳康臣氏，北村康晴氏，

た 氏と

たのは，かつて児玉徳美教

ろが大きいことも付記し

。

の を例に取ってみ

ず，いくらか走れば必ず

「走るのを

指定され

である。

にでも入

） 他の先

） ここで

や前置詞

をいう。

） ここで

やめる」ということになる。い

ていないが，終わりは存在すると

これは現実世界では存在するが，

れておくべきものである。

行研究としては， （ ）

いう意味役割（ ）と

句として具現化されたものが，動

それぞれの意味役割の定義やその

が と呼

くら走って走るのをやめるかは

いう意味で任意（ ）で

語彙的意味の一部ではないので

（ ） （ ）

いうのは，主題役割（

詞によって表される事象のなか

数に関しては，いまだに意見が

んでいるのは， の動詞グ

，語の意味としてまったく

あると表記されているわけ

，時間図式上本来はカッコ

（ ）などを参照。

）とも呼ばれ，名詞句

で担う意味的な役割のこと

一致していない。

ループのいずれかを表す

動詞（句

）

る。

） 興味深

（ ）

）と考えて差し支えない。

という名称は，

いことに， の命令文は「…

後に触れる

までに」の意味を表す 句を付

（ ）によるものであ

けると容認度が上がる。

（ ）



これは

（

命令文と動

状態動詞 の命令文に見ら

）

詞の語彙アスペクト（出水）

れるのと同様の現象である。

（柏野 ）

した

節で提

換され

れるわ

（

本稿

こうい

） 同じ

がって， と

示したような， がいったん

るという仕組みを考案した動機

けではない。次のように

）

の 節のように，いずれの命令

ったことを説明することはでき

を用いた（ ）がなぜ

の命令文には何らかの共通点があ

になった上で，さ

の一つである。しかし，どのよう

の命令文に付けると，容認度が

文も過程部分（ ……）が命じら

ない。これをどのように説明して

容認されていないのかについて

ることが分かる。これが，５

らに へと転

な命令文にも 句を付けら

低下する。

れていると考えるだけでは，

ゆくかは，今後の課題とする。

は，今後さらに研究する必要

がある

） この

義され

（ ）

これは

用例を

） この

。

ような の命令文が慣用句

ている。

あることが正しいことを強調す

日本語に訳せば「いや，歩いて

ような 節内における動詞

となった， というフ

（

るために用いられるフレーズであ

いくには遠すぎる。本当にそうな

（句）の解釈については，出水（

レーズがあり，次のように定

）

り，（ ）の記述に含まれる

んだよ」くらいになるだろう。

）を参照されたい。

） この

ては，

出水孝典。

語法文

ような命令文が，生起できる動

今後さらに研究を進めてゆかな

（ ）

（ ）「 節内の動詞句のア

法学会。東京 開拓社。

（ ）

詞の制約に関して，通常の命令文

くてはならない。

参考文献

スペクトと解釈」『英語語法文法

とどのように異なるかについ

研究』第８号， 英語

柏野健次。

（

（ ）『テンスとアスペクトの

（ ）

（ ）

（ ）

）

（ ）

語法』開拓社，東京。

（ ）

（ ）

（ ）

（ ） ）

（ ）



内木場努。（

究』第６

立命館経済

）「 節中の動詞句のアス

号， 英語語法文法学会。

学（第 巻・第４号）

ペクトをめぐって―語彙文法的意味論」『英語語法文法研

（

（ ）

）

用例出典

（ ）

（ ）


